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 質 問 者  髙 野  晃   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

日蕨地区の道路は狭く行き止まりの道路です。

震災時は津波や運ばれてきたゴミで入り口がふさ

がれ、逃げられなかった経緯もあります。 

（１）平成30年６月に廃止された日蕨地区の町道で

すが、当時、代案を作成しているとのことでし

たが、その後どうなっているのか伺います。 

（２）町道の廃止から１年８か月経ちますが、住民

の方々は道路が再建されることを強く望んでい

ます。安全面からも早急な対応を求めます。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

幸いにして津波被害を免れた地区において、全般

的に街灯の整備が必要と思われる箇所が見受けられ

ます。 

（１）川尻地区の民家沿いの坂道は夜になると暗     

く街灯の必要性を痛感しました。執行部は現状

をどう認識しますか。 

（２）地区の住民からの要望もあり、直接話を聞き

対応を求めます。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

１  日蕨地区の町道を 

早急に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  宮ケ崎川尻地区の 

街灯整備について 
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 質 問 者  髙 野  晃   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（１）宮城県の委託事業として原子力災害時避難経

路阻害要因調査が行われていますが、その具体

的な内容の説明を求めます。 

（２）登米の退域検査ポイントでの渋滞はどう考え

ていますか。 

（３）避難計画の説明会を行政区ごとに進めるべき

ではありませんか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

３ 原子力災害時の広域

避難計画について 

 


